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１．研究計画の概要 

本研究は，研究代表者の所属する島根大学
に隣接するわが国有数の汽水域である宍道
湖・中海をモデルフィールドとして，学内研
究者の様々な専門領域の視点から，汽水域の
環境特性を総合的に分析し，自然と調和した
汽水域の賢明な利用のあり方について提言
することを最終的な目標としている．具体的
には，工学的・実用的な立場からの湖水の浄
化法として，(1)高度汚水処理法・直接浄化法
の開発と，(2)底質処理法（無害化・資源化）
の開発を行い，さらに流域統合管理の視点を
加えて，(3)流域の管理の違いが水文循環過程
に与える影響を評価する．そして，科学的・
普遍的な立場もふまえて，(4)汽水域生態系モ
ニタリングのシステムを研究・開発・構築し，
さらに地域と一体となった汽水域の生態系
保全活動を行うことを目的に，(5)地域住民と
の連携による汽水域長期モニタリング法を
検討する．これら(1)から(5)の研究成果を有機
的に統合することにより，汽水域の自然環境
を復元する循環型水環境修復技術を構築し，
自然と調和した汽水域の賢明な利用のあり
方を明らかにする． 

 

２．研究の進捗状況 

(1)中海本庄水域では，モニタリング調査の結
果，2009 年に行われた森山堤の開削により，
本庄水域に塩分による成層が形成されるよ
うになり，底層は無酸素水塊の影響を受け，
特に底生生物相に大きな影響を与えている
ことが明らかとなった． 

(2)排水からリンを除去・回収する際に，夾雑

イオンの影響を受けにくいハイドロタルサ
イト化合物(HT)の合成方法を確立した．さら
に，従来の担持繊維形成体(HTCF)に比べ貫
流容量が 20%高い新型 HTCF を開発できた．
(3)底泥から溶出するリンに対し，高い溶出抑
制効果を発揮する，廃瓦を複合した機能性覆
砂材も開発した． 

(4)SWAT モデルを用い，流域からの浮遊物
質および栄養塩，特に窒素やリンの流出と流
域内の営農活動について解析を進め，流域か
らの浮遊物質量が推定された． 

(5)中海に流入する飯梨川上流部にあるダム
を対象に，流域からの負荷とダム湖水質の関
係を調べ，上流部の小流域を単位に土地利用，
人口，農地などの情報を GIS により解析した
結果，窒素については流入河川水質がそのま
まダム湖水質になっており，ダム湖における
浄化作用がないことが明らかになった． 

(6)神西湖および宍道湖の底泥の柱状試料の
元素組成分析をもとに環境変遷の検討を行
った．その結果，富栄養化を示唆するリン濃
度の増加や周辺地域での人間活動の状況を
示す亜鉛および重金属濃度の増加が認めら
れた． 

(7)絶滅が危惧される塩性の湿生植物オオク
グや海草コアマモ・アマモの遺伝的多様性を
マイクロサテライトマーカーにより調べた．
その結果，生育場所が分断化されている中海
のコアマモは，大橋川のコアマモに比べて遺
伝的多様性が低下していることが明らかと
なり，大橋川河口域のオオクグ群落は他所の
群落に比べて遺伝的な多様性が大きいこと
が明らかとなった． 
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３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

（理由）以下のような点で本研究はおおむ
ね順調に進展していると評価した． 

(1)水中のリンを選択的に吸着するハイドロ
タルサイト(HT)について，様々な性質・形状
の HT が試作され，実用段階に入っている． 

(2)流域統合管理のための SWAT モデルが，
斐伊川水系で応用できるようになった． 

(3)森山堤の開削等，本庄水域での環境改変に
ついてのモニタリングの成果が出つつある． 

(4)中海の自然再生の鍵を握るアマモ・コアマ
モなどの海草や絶滅危惧塩性湿生植物の遺
伝的多様性について多くの知見を得ること
ができた． 

(5)中海自然再生協議会において，本研究の代
表者と分担者が，中海の自然再生の実施計画
策定の際に専門的な立場から多くの助言を
与えることができた． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究はおおむね順調に進展しており，特
に水質の直接浄化法に関するハイドロタル
サイトによるリンの吸着除去や，ヘドロや廃
瓦など地域未利用資源の複合機能性覆砂材
としての有効利用などは，既に実用化の段階
に達している．しかし，生物を利用したモニ
タリング法の開発や流域統合管理のための
SWAT モデルの応用については，成果が出るま
でに時間を要するため，更なる調査・研究が
必要である．また，地域住民との連携による
汽水域長期モニタリング法の確立に向け，さ
らに検討を進める必要がある． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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(1)「旧本庄工区の環境変化報告」2010 年 1

月 11 日（中国新聞） 

(2)「水生植物再生 環境保全を．米子で全国
アマモサミット開催」2009 年 11 月 7 日（山
陰中央新報） 

(3)「森山堤防一部開削から半年．水質改善さ
らに対策を」2009 年 10 月 23 日（朝日新聞） 

(4)「中海は’老人の肺’」2009 年 7 月 15 日（日
本海新聞） 

(5)「全国アマモサミット，11 月に」2009 年
6 月 28 日（山陰中央新報） 

 

アウトリーチ活動情報 

(1)本研究が開始された直後(2007 年 6 月)に 

設立された「中海自然再生協議会」に研究代
表者並びに分担者が専門家として加わり，全
体構想のとりまとめに大きく関与した． 

(2)科研費による研究成果の社会還元と普及
を目指した JSPS の「ひらめき☆ときめきサ
イエンス」事業により，「中海・宍道湖の自
然を再生するために－科学の目で見る汽水
域の自然－」と題した船上実習を，2008 年 7

月に地元の高校生を対象に行った． 

(3)研究代表者が実行委員長となった「全国ア
マモサミット 2009」を，2009 年 11 月に鳥
取県米子市で開催し，中海におけるアマモ場
の重要性について漁業者を含む地域住民に
啓発した． 

(4)汽水域研究会の全国大会(2010 年 1 月)に
おいて，「河口－内湾域の人為的改変の現状
と課題」と題した公開シンポジウムを企画・
開催し，中海におけるモニタリングの成果等
について発表した． 


